
～被害者と共に考え、共に歩む～ voIB59

_.・千 '4   _ _… _,‐・  お  ヤ・ ″
→

…

尊
デ

御 挨 拶
静岡県警察本部長 津田隆好

静岡犯罪被害者支援センターの皆様におかれましては、設立以来、多く

の必巳罪被害者やその御家族、御遺族に寄り添い、きめ細やかな支援活動に

御尽力いただいておりますことに、心から御ネL申し上げます。

会員の皆様におかれましても、こうしたセンターの活動を熱心に支えていた

だいておられることイこ、深く敬意を表します。

さて、静岡県では、令和7年 4月 1日に「静岡県犯罪被害者等支援条例」の所管が警察から知事部局に移

管されるとともに、多機関ワンストップサービス体制の構築、佃々の犯罪被害者等の要望に応じた支援のコー

ディネートを行う職員の配置等による犯罪被害者等への途切れない支援の一層の充実強化に向けた各種

施策等の整備が進められているところです。

静岡県警察としましては、犯罪被害者等のエーズを的確に把握し、県・市町等行政や関係機関、団イ本の

皆様と連携して、必要な支援を行っていくとともに、交通安全意識の醸成、命の大切さを学び、あ巳罪被害者等

への支援についての理解を深める活動を行ってまいります。

その活動の一つとして、今年度から、私がかつて勤務していた京都府において始まった、交通事故で亡く

なった幼稚園児が持っていたひまわりの種を受け継ぎ育てる「ひまわりの絆プロジェクト」を推進し、これまで静

岡市や浜松市、県内各警察署において近隣の幼稚園や保育園の園児に参加いただき種まきを行いました。

今後、水まきや肥料やり、種の収穫作業を継続して行い、種を引き継いでまいります。

犯罪被害者等支援を規定した条例や見舞金制度については、県内全ての自治体で施行整備され、犯罪

被害者等支援をめぐる社会基盤は整いつつありますが、犯罪被害者やその御家族、御遺族の皆様が再び

平穏な生活を取り戻すために必要な支援内容は多岐にわたっており、民間支援団体としての強みを活かし

た静岡犯罪被害者支援センターの活動は不可欠であると考えておりますので、今後とも御尽力いただきます

ようお願い申し上げます。

結びに、静岡犯罪被害者支援センターの益 の々御発展と会員の皆様の御健勝をυいから祈念申し上げます。
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「令フ年度 第1回理事会・通常総会・臨時理事会J開催

令和 7年 5月 29日 (木)午後 1時から第1回理事会が開催されました。議題として、①令和 6年

度事業報告・活動決算報告、②令和 7年度事業計画・活動予算、③任期満了に伴う役員の選任、④感謝

状贈呈者選考等について討議されました。更に、同会場において通常総会が開かれ、理事会で了承

された議案について説明したところ、満場一致で承認され、新体制が発表されました。

更に臨時理事会において、理事長 。副理事長・

専務理事の互選を行い、

理 事 長 白井 孝―

副理事長 森 貝u夫、福永 博文、清水 英之

専務理事 二森 美津広

以上4名の就任が決定しました。

その僅か二週間後の6月 13日 (金)に清水英之副

理事長が急逝され、23日 (月 )に後任者を選任すべく

臨時理事会を開催し、

新・副理事長 池田 剛志

の就任が決定し、支援センターの総括責任者「センター長」としてご指導いただくこととなりました。

急な役員体制の変更はありましたが、役員や会員の皆様方にご協力いただきながら、相談及び直

接支援業務が滞ることなく、更なる充実、発展を目指していく所存です。

令和フ年度 組織概要
役 職 氏 名 備  考 役 職 氏 名 備  考

理 事 長 白井 孝一 弁護士 顧   問 椎橋 隆幸 (公社)全国被害者支援ネットワーク理事長

副理事長 森  則夫 福田西病院 理事長 顧   問 池上 重弘 静岡県教育長
副理事長 福永 博文 浜松学院大学短期大学部名誉教授 顧   問 鎌塚 優子 静岡大学教育学部長

副理事長
(センタい長兼務)

池田 剛志 弁護士
顧   問 細川 光洋 静岡県立大学国際関係学部長
顧   間 佐藤 弘道 静岡県警察本部警務部長

理   事 小澤  巌 静岡教育カウンセラー協会会長 顧   間 岡本 英次 静岡県弁護士会副会長
理   事 磯田 雄二郎 医療法人社団高草会焼津病院名誉院長 羅頁  問 加陽 直実 (一社)静岡県医師会長

理   事 麻生 絵美 弁護士 顧   問 夏目 敏孝 (一財)静岡県交通安全協会専務理事

理   事 根本 泰子 静岡赤十字病院 産婦人科部長 顧   問 鈴木 啓夫 (一社)静岡県安全運転管理協会専務理事

理   事 大須賀 紳晃 株式会社静岡新聞社・静岡放酋株式会社代表取締役社長 顧   問 久田 英之 (会社)静岡県防犯協会連合会専務理事

理   事 江口 昌克 静岡大学学術院グローバル共創科学領域教授 顧   問 鈴木 正勝 (公財)静岡県暴力追放運動推進センター専務理事

専務理事 三森 美津広 認定NPO法人静岡犯罪被害者支援センタい事務局長 顧   問 鳥羽  茂 NPO法人静岡県ボランティア協会常務理事兼事務局長
監   事 勝山 靖久 税理士 顧   問 清澤 郁子 交通事故被害者遺族
監   事 芝  知美 司法書士 顧   問 小林 房枝 被害者遺族

事務局長:三森 美津広 事務局次長:藤原 智代
非常勤職員:大貫 正幸、種石 員理子、増井 美江、橋爪 里奈

参   与 井上  淳 浜松医科大学児童青年期精神医学講座
参   与 小竹 啓功 静岡県教育委員会社会教育課長
参   与 高橋  勝 静岡県くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課長
参   与 杉本 俊一 静岡県警察本部警務部警察相談課長



～清水 真之先生の晉逝去をl陣んで～

副理事長兼センター長 清水英之先生は、令和 7年 6月 13日 にご逝去されました。突然の悲報に接し、た
だ驚くばかりで、まだ信じられない思いです。いつも優しい笑顔で、一人ひとりに柔らかい口調でお話して

くださった清水先生を忘れられません。

清水先生は、平成 13年 10月 から静岡犯罪被害者支援センターの電話相談員として犯罪被害者等からのご

相談を受けていただいたのが始まりでした。当時、静岡英和女学院大学人間社会学部教授として勤務されて

いる傍ら、産業カウンセラーとして静岡県内の企業の嘱託カウンセラーとしても従事されている中、忙しい

合間を縫って電話相談をご担当していただきました。

そして、平成 18年 6月 に理事に、令和元年 5月 には副理事長兼センター長として就任され、多くの電話相

談や直接支援に従事している事務局職員や犯罪被害相談員、直接支援員を常に気に掛けてくださいました。

支援センターに来所された際には、相談等を担当した職員等の話を優しい眼差しで聞いてくださり、その優

_    しさにオロ談している私たちも少しずつ心がほぐれていくのを実感し、「また清水先生
にお話を聞いていただきたい」と誰もが思い、それはいつまでも続くと信じており

ました。

これからは、あの誰をも優しく包んでくれる清水先生にお会いできないのかと思

うと、ただただ寂しいですが、温もりに満ちた数々のお話は、私たちから消えるこ

とはありません。清水先生が思い描いていた「静岡犯罪被害者支援センター」に少

しでも近づけるように白井孝一理事長のもと事務局一九となって活動を続けていき

ます。

最後に、令和 6年 10月 80日 に開催されました自助会にコーデイネーターとして

参加していただいた際にお寄せいただいた原稿をご紹介させていただきます。

令和6年 10月 30日 静岡自助会「紫苑の会」に参加して

今年度第二回目の自助会が 10月 30日 の午後一時半から開催されました。参加者は前回と同じく、四人の

方たちでした。今回もコーディネーターとして参加させていただいたセンター長の清水から犯罪被害者の遺

族の皆さんへの支援の在り方について報告させていただきます。

参加者の皆さんは、松本サリン事件で息子さんを亡くされたご遺族、アフガニスタンで事件に巻き込まれ

殺害された息子さんのご遺族、そして、ミャンマーで観光旅行に行かれ途中事件に巻き込まれ殺害された娘

さんのご遺族でした。皆さんは、毎回同じ話をして申し訳ないというお気持ちをお持ちのようでしたが、実

の息子や娘を事件で突然失った心の傷は生きているかぎり消えないことを痛切に感じることができました。

遺族の皆さんの発言のなかで、頑張ってと言わないで欲しいという言葉が胸に響きました。なぜなら、一

生消えない心痛を抱えていらっしゃるので生きているだけで精一杯だということが理解できたからです。息

子さんや娘さんを突然失って、深い喪失感から自殺をしようと思われたそうです。当然、体調も崩され、薬

を飲みながら生き廷びていらっしゃることが分かりました。私は、薬を飲まない方がよいと思っているので

すが、飲まなければ生きていけない現実があることを知りました。

この自助会に参加された皆さんは、お子さんたちを犯罪で亡くされた被害者であるにもかかわらず、さら

に世間から誹謗中傷を浴びることがあります。アフガニスタンで人道支援を行うことで英雄だと思われたり、

その行為で世間を騒がせれば非国民だと言われたりします。今は、非国民という言葉を使う時代ではありま

せん。それなのに息子さんを失った母親にそんな言葉を言い放つ国民がいるなんて、日本はなんと冷たい国

なんでしょうか。SNSの背後に空恐ろしい不満や怒りの
渦を感じてしまいます。

テレビ局の取材にも冷たいものを感じました。映像に

流そうとするシーンは、被害者の遺族の人たちの悲しみ

と涙が目的なのです。悲しみの言葉や涙を遺族に要求す

る取材者の強要に落胆せざるを得ませんでした。

参加者のある方がおっしゃいました、「家族全員がそれ

ぞれ愛する人を失っている」と。私には経験のないこと

なので、愛する人を犯罪で突然失った気持ちは正直分か

りません。ですが、いつか夢の中で、娘が死ぬ光景を見

たことがあります。私は夢の中でボロボロ涙を流してい

ました。今回の自助会で一番心に残るお言葉でした。
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一B 活動決算

饉助成金
10%

■ 雑収入
10/。

■ 会費
24%

躍委託費
24%

■ 寄付金
41%

収入の部
17,143,874円

霞管理資他 ■ 相談事業資
230/。 240/。

支出の部
17,254,627円

■その他事業資
130/。

■ 直接支援
事業費
16%1支援基金事業費

10/。

■支援活動員研修事業資 4% ■広報啓発活動費19°/o

決 ―臣 霞  〔円と
4195000

金 6,9フ 9.330
: 話  費 4,060,980
助  成  金 1,716.506
雑  収  入 191,558

17_14α Bフお

科 業 鐘 驚  (陶 Ⅲ
相 談 事 | 賢 4,123,122
直 接 支 援 事 業 費 2.695,208
広 報 啓 発 活 動 費 3,368,177
支援活動員研修事業費 フ⊇9105
支 援 基 金 事 業 費 156750
そ の 他 事 : く 費 2,202,592
管  I甲   : ' イll, 8979.673

i距 541627

ら助成を受け、スマートフォンを活用した広報「スマホde啓発」を実施するなどし、広報啓

令和7年度も日本財団から助成いただき、人材育成に加え、こイlまでの寄付手法を見直し、オンライン寄付システムを新規に
導入し、併せて既存のホームページをスマートフォン対応とし、アナログ的な寄付手法からデジタル時代に即した寄付環境の整
備、広範な資金調達手段の拡充を図ります。
また、財政基盤の整備と並行して、認定NPO法人から『公益社団法人化』を目指し、より社会的な信用度・信頼度を高め、賛助
会員等の拡充を図ります。

令和7年度 活動予算

助成金
國雑収入
0。/。

■ 会賢
26%

■ 委託費
230/。 収入の部

16,360,660円

■ 寄付金
43%

■ 管理費 他
190/。

■相談事業費
220/。

支出の部
20,964,105円

その他の

事業費
240/。

■ 支援基金事業資
1%

■ 直接支援
事業費
110/。

■広報啓発活動費 21。/。

■ 支援活動員研修事業資 2%

平 露  憂      (円 }

書 4288000
梶雪旱   イヽ 命 7100000
委   訂 費 3.フ 29,660
助  月 金 1,2201000
雑  収  入 28,000

16趙 6働1660

騨 目 平 嵐 1願| 〔円〕
相 談 事 業 膏 4,649,920
直 接 支 援 事 業 費 2.379,フ 40
広 報 啓 発 活 動 費 4.300,OOO
支援活動員研修事業費 415,360
支 援 基 金 事 業 費 200,OOO
そ の 他 の 事 業 費 41984,640
管 理 費 他 4034445
含 昔ト ⊇a964103



電話相談 男女別

1 不明 2件

li女性
372件 b十

「1男性 166件

319/c

69%

1.受理件数 (件 )

相 談 内 訳 件 数 前年比

電 言舌 本目 言炎 540 フ6

面 接 相 談 10 △ 4

法 律 相 談 16 3

合    計 566 フ5

2.電話相談内容   (件 )
内 容 区 分 件 数 前年比

殺 人 116 △ 16

日会 3 3

暴 行 傷 害 6フ 29

詐 欺 窃 盗 13 △ 5

性 的 被 害 209 6]

虐 待 ] 1

D V ]① 9

ス トー カ ー ]4 9

交 通 事 故 41 6

その他の犯罪 30 21

そ  の  他 36 △ 42

計 540 フ6

支 援 内 容

公判付添しヽ 63 44

司法機関付添い(裁判所検察庁警察署付添い) フ 2

行政機関付添しヽ 2 △ 4

法律相談付添い 35 20

病院付添しヽ 2 ]

カウンセリング付添い 8 △ 1

訪問面接 27 5

その他支援 (関係機関との連絡調整等) 2 △ ]

計 ]46 66

(令和6年 4月 ]国～令和フ年3月 31国 )

どJその他 フ。/o
「
,その他の犯罪 50/O

交通事故 80/o
|1殺人 210/o

ストーカー 30/0

11DV 20/。 「

― ―  
「・
~

虐待 0°/o
|1強盗 10/o

騒暴行・傷害 120/O

性的被害 390/o
|1詐欺・窃盗 20/O

一　

　

　

一

〔特 徴 ・ 傾 向】
令和6年度は、前年度と同様に性的被害の相談が増加傾向にあります。
また、令和5年度からの取組として、Web広告(バナー広告)を活用したFスマホde啓発」による財巳罪被害者等支援相談窓口」の存在を
周知する広報の展開等、時代に即した施策により、相談件数の増加につながつているものとみら和_ます。
今後も犯罪被害者等の方々への精神的負担軽減を図るとともに、相談者の皆様に寄り添つた途切れのなし`対応に努めてまいります。

||■ |■ ||― ||― ―■    || 
―
||―  

―・
「  || ||― |■

―

1.支援件妻女 (件 ) (令和6年 4月 1日～令和フ年3月 31国 )

支援件数 前 年 比

2.事件別件数及び実施回数

殺人事件(4件 )

殺人未遂事件(2件 )

傷害致死事件(2件 )

傷害事件(4件 )

逮捕監禁致傷事件(2件 )

性的被害事件 (17件 )

交通死亡事故(6件 )

業務上過失致死事件(1件 )

ストーカー被害(2件 )

ⅢⅢ
-114回!0  1回 1   8

S _国国 4 11回

2          230回

121回

20
行政機関付添い

訪問面接

16

2  3    6   48回

11図目1 4 9回
4 !15回

3 3回

O
ll公判付添い
.病院付添い

10

1!司法機関付添い

カウンセリング

40 50

国法律相談付添い

その他

il訪間面接
190/。

||その他支援 1°/o

カウンセリング
・

付添い 60/0 li公判付添い
430/0

圃病院付添い
10/0

法律相談付添い

240/O

I十 い 10/o  司法機関付添い 50/。

3.情報受理端緒別  ll牛 )

警 察 情 報 3フ (2フ )

相談から移行 ]0

そ  の  他 3

計 50(40)

※( )内は、直支移行件数。

4.地域別      幹 )
東 音Б フ

中 部 20

西 音Б 10

県 外 3

計 40

〔特 徴 ・ 傾 向】
令和6年度 |よ、殺人事件等の凶悪事件や性犯罪に関する刑法改正を機に、令和5年度に引き続き、性的被害事件に係る支援件
数が増加してしヽます。
支援内容では、殺人事件等の裁判員裁判が複数回行われ、公判付添が倍増となつています。また、静岡県弁護士会犯罪被害者

支援委員会との連携がより強まつたことにより、法律相談付添しヽが増加しております。

引き続き、関係機関と連携を図りながら、犯罪被害者等の方々への必要な支援を継続してまいります。

電話相談 地域別

件
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弾”眸抑̈̈
令和6年度「犯罪被害者支援ボランテイア養成調塵J開詣

日本財団預保納付金支援事業の一環として、5年ぶりとなる「犯罪被害者支

援ボランティア養成講座」を開催しました。

今回は新聞広告を4回 (特別広告枠1回・テレビ欄3回 )掲載し、さらに市町広

報誌へ掲載していただくなど受講生募集広報にも力を入れた結果、前回を上回

る問合せや申込みがあり、書類選考の末11人が受講することになりました。

令和6年 8月 7日に開講式を行い、犯

罪被害者の心理や警祭・裁判所・検

察庁における犯罪被害者支援などに

ついて全11講座を受講していただき、

個人面接等を経て、10人が支援ボラン

ティアとして登録されました。

令和7年度は実務研修を通し、更な

るスキルアップを図ります。

車媛ざランテイア受講生藝集
認定NPO法人 静岡犯罪被害者支援センター

藤岡犯卵篠宙著支

僻 ゛
鰯 :

者と、その0潔族や0造族の方々力守慰える悩み
の秘神的負担の軽減や、心のケ/を目的として
活動しています。受硝生の燥 lB岡は、 7月 5
日までです。辞細は下l翻広告よりc4磁鰹くださ

ヤヽ

の
=Ч ,「

開催
―

警察や教育委員会、学校関係者の皆様のご協力をいただき、中学校・高等学校6校において「命の大切さを学ぶ教室」を開催しました。

5校で講師を務めていただいた築地秀将様は、平成31年 4月にご息女(当時16歳 )を交通事故により亡くされ、事故の2日後から数年間、通

学時間帯に事故現場である交差点に立ち、同じような事故が起きないよう1こと旗振り活動され、現在は講演活動を通して亡くなられた娘さ

んと同世代の生徒に対して命の大切さを伝えていただいております。

開催日時 開 催 校 受語者数

5月 1日 静岡県立藤枝西高等学校 354ノ(

5月 31日 静岡市立東豊田中学校 679人

6月 18日 静岡県立磐田北高等学校 699人

6月 25日 藤枝市立高洲中学校 649人

10月 25日 南伊豆町立南伊豆中学校 118人

12月 16日 御殿場西高等学校 798ノ(

夏の交通安全県民運動出発式・ひまわりの絆プロジエクト 芦碧
令和7年 7月 11日 (金 )、静岡県警察が主催する「夏の交通安全県民運動出

発式」に白井孝一理事長が出席しました。駿府城公園にて行われた出発式に

は、白バイやパトカーの他、改正道路交通法の施行によりすべての自転車利用

者のヘルメット着用が努力義務となったことを踏まえ、ヘルメットを着用した自転

H車も隊列を組みました。

その後、幼い子どもたちが

巻き込まれる悲惨な交通事故をなくそうと、静岡県警察が2025年度から本格的にスタート

させた『ひまわりの絆プロジェクト』で、4月 15日に種をまき、大輪の花を咲かせたひまわり1こ、

静岡聖母幼稚園児と一緒に「思いよ届け、天まで届け」と声をかけ水まきをしました。静岡

県内においても幼い子どもたちが被害に道う交通事故が発生しています。こうした支援の

輸が県内に広がり、悲惨な交通事故が一件でも減少することを祈るばかりです。

網朧 害者朗 ポランティア
盤成田塵受B生酪

0 隣旧はこちら

'円

担椰機爵 戴 センター盤
受付路閣:(月～al年前9隔～年後4晴
a05牛 651‐1021

本日ょり募集受付F斉号始

招椰犠

“

期 ボランテイア

養成田塵 受B生再嘉

0 隣組はこちら
,印 確 調 宝猥センター盤

受lけ関関:(局―金l午制9踊～午後4障
805牛 651‐1021

募集受付中

図

鬱隠市奥区輛を1嚇      aOS4‐ 651‐ 102呵

修 斗琳議 鵡 4園咽

狙瞬根

“

朗 ポランティア

換成田塵 受酷 腺

0 隣旧はこちら
い爵用朧 硝 糞置センター翻

受村時間:l月 ～金l年前9躇～午後4晴
aOS牛 651‐1021

募集受付 締切間近

令和6年度開催校
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硼日爾日

B日日
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以前から、「クリック募金などを取入れて、もっと世の中に浸透させてほしい」「キャッシュレス募金などの仕組みができないでしょうか」とお

問い合わせをいただく機会が増えておりました。コロナ禍の影響もあリキャッシユレス決済利用者が急激に増加し、来テレビ局が行うチャリ

テイー活動においてもキャッシュレス募金が取入れられています。

そこで、令和6年度中にパソコン周辺機器を再整備し、セキュリテイ・ウイルス対策を強化し安全面が確保できたことから、令和7年度中の

キャッシュレス決済システムの導入を目指し、日本財団預保納付金支援事業の助成をいただき、コングラント株式会社様と株式会社静鉄

アトパートナーズ様にご協力を賜り、この程、キャッシュレス決済対応型の会費・寄付ページが完成しました。また、これまでの当支援セン

ターのホームページのURLは「http」で脆弱性が課題であったことから、これを機に「https」に変更し、安心してホームページを閲覧・利用し

ていただけるようにし、さら1こスマートフォンでも見やすく表示されるように画面切替え対応を施しました。

これまで、個人の方も団体や企業の方も郵便局・銀行の窓口やATMで振込手続きを行っていただいておりましたが、その場から手軽に手
続きができるよう1こなりました。これを機会にもっと多くの方に当センターの活動趣旨にご賛同いただき、支援の輪が広がることを願っております。

【1】 : 静岡】e罪被害者支援センター

お囲りではありませんか?

ます (よ ■ 8舌 て,8談 を。

おヽタロらせ

…

“
=Ь
l日 :A傘 ヒ」  loギ

n】 1美 十働試(4)ネ〔」 ｀`

t054-651■ 011

受助全員,)

ユ魚・寄付について

【2】

トップページ【賀助会員の募集・寄付について】をクリック。 ページ内をお読みいただき、【賛助会員・寄付
金のお振込みまでの流れ】にお進みください。

ご寄付の方は

こちらのボタン
賛助会員の方は

こちらのボタン

ヨ帯鶴篭甘憤喜
`寛
斑センター

腑
理

碑

(■ 盤 rPイ !:1甘
.:=!it… ィ

静岡JE罪被著者支援センターの会員

としてご支援をお願いします

静岡犯罪叡害者支援センターでは、
=件
や交通事故

で級害に道われた方や大切なご家族を亡くされた方

話相談を始め、カウンセリングや法律祖嵌、重に競

刊所や病院尊への付添い支援等、関係機関と連携を

目り 被言者に寄り透っtき め細やかな支扱を無料

質

途
静岡必E罪被害者支担センターの会長と

してご支援をお願いします

今回のみ      0円

Oク レジットカード′0,1′

申込内容・

【3】 【4】 【5】

と`

【賛助会員の方】をクリックしてくだ
さい。
※ご寄付の方は【ご寄付】をクリック
してください。
その後の手続きの流れは、賛助会
員の方と同じです。

ヽ

決済方法を選択し、寄付金の金額を入力し
ましたら、【次へ】クリック
クレジットカード(VISA・ Master・ 」SB・ AMEX・
Dinersに対応)、 Googie Pay、 Apple Payを不U
用できます。

ヽ

ら
む
す

暁
醒
質
】

広報物への掲載

口 広0段的への氏名崎整を
=F可
する

申込者情報・・・

個人′法人必叙

〔新ホームベージURL〕 https://www.shizuakatthhscajp 静岡犯罪被害者支援センター 寄付 隠



センターの
～こころより感謝申し上げます～

令和フ年3月 1日～令和フ年6月 30日 アイウエオ順 (敬称は略させていただきました。)

あいおいエッセイ同和損害保廃株式会社

鷲巣 洋子

青木建設lttl 揚野 江利子 朝比奈 幹夫 芦川 忠盛
麻生 絵美 熱海瓦斯lttl 熱海市町内会長連合会 熱海市防犯協議会 天野 一

lttl天野回漕店 lttlアンドーカーパーツ 飯田 喜一 伊豆急ホールデイングスlttl 磯田 由美子
llЖ rro既コ%明 伊藤 博 伊藤園テイーファクト1'― lttl 伊弟 げスlttl 伊東警友会

伊東市地域行政連絡調整協議会 猪之原 勝美 磐田警友会 磐田市役所 磐田地区安全運転管理協会

lttlエコワーク 江 l孝 和明 NDSlttl静岡支店 遠州信用金庫 大貫 正幸
岡村建設工業 lttl 小澤 巌 御前崎市役所 掛,II市役所 片H 弘子
lttl加藤鉄筋工業 鴨籐 一美 川崎工業 lttl 川鳩 晃
汗管興業 l務、l 函南町役場 神部 好 菊川市役所 粥川地区安全運転管理協会

栗原 藤男 桑原 勝義

l有)幸祐 湖西警友会 湖西地区安全運転管理協会 後藤 千イ電子 lttlヨフ彰ック

近藤鋼材 lttl 佐野印刷 lttl 」A静岡市上土支店 JA静岡市あさはた支店 JA静岡市あさはたじまん市

」A静岡市大里支店 」A静岡市大谷支店 」A静岡市長田支店 JA静岡市しづはた支店 JA静岡市レ引またじまん市

JA静岡市下川原支店 JA静岡市昭府町支店 JA静岡市高松支店 JA静岡市豊田支店 JA静岡市中藁支店

JA静岡市南部じまん市 JA静岡市西奈支店

(一社)静岡県安全運転管理協会

JA静岡市北部じまん市 JA静岡市藁令}支店 JAとぴあ浜松湖西地区支店

lttl静岡県境保冬と'ンター 静岡県経済農業協同組合連合会 静岡県警察学校 静岡県警効 レンダー製作委員会

静岡県讐察官友の会伊東支部 静岡県警察官友の会菊川支部 静岡県警察官友の会静岡中央支部 静岡県警察官友の会静岡南支部 静岡県警察官友の会鳥田支部

静岡県警察官友の会天竜支部 静岡県警察官友の会浜北支部 静岡県警察官友の会浜松東支部 静岡県警察官友の会騨枝支部 静岡県警察官友¢)会富士支部

静岡県警察官友の会牧之原支部 静岡県警察官友の姿公崎支部 静岡県警察本部外事課 静岡県警察本部機動隊 静岡県警察本部警察相談課

静岡県警察本部刑事企画課 静岡県警察本部捜査第二課 静岡県警察本部地域課 静岡県警察本部留置管理課 (二社)静岡県警拐ユ業協会

(→社)静岡県警友会 静岡県高速道路交通安全協議会 (一財)静岡県交通安全協会 静岡県交通安全協会伊東地区支部 静岡県交通安全協会磐田地区支部

静岡県交通安全協会菊川地区支部 静岡県交通安全協会湖西地区支部 静岡県交通安全協会御殿場地区支部 静岡県交通安全協会静岡中央地区支部 静岡県交通安全協会静岡南地区支部

静岡県交通安全協会島田地区支部 静岡県交通安全協会清水地区支部 静岡県交通安全協会裾野地区支部 静岡県交通安全協会天竜地区支部 静岡県交通安全協会沼津地区支部

静岡県交通安全協会浜松西地区支部 静岡県交通安全協会浜松東地区支部 静岡県交通安全協会藤枝地区支部 静岡県交通安全協会富士宮地区文部 静岡県交通安全協会細江地区支部

静岡県交通安全協会牧之原地区文部 静岡県交通安全協会三島地区支部 l絲岡県交通安全協会焼津地区支部 (■と)静岡県指定自動車教習所協会 静岡県自転車軽自動車商業協同組合

l―ネl)静岡県自動車会議所 静岡県司法書士会 (公社)静岡県防犯協会連合会 静岡県遊技業協同組合 l浄岡市遊技業組合

静岡中央地区安全運転管理協会 静岡南警友会 静岡南地区安全運転管理協会 しずお力功紳勘膚用金日r しずてつジャスl・ヽァインl株 )

島日掛,H信用金庫 島田警察署 島田市自治会連合会 清水職場防犯協会 清水地区安全運転管理協会

清水町役場 清水 英之 下田警察署 下田有線テレ軌 送 lttl (株)シャンソライ眈 品

自井 正巳 l茅にl自鳥建設 白松弘美 直子 彩山 一続 杉山 智彦
鈴木 啓臣

~l
鈴木 智子 鈴木 博子 鈴木 牙隆士 裾野督友会

セキスイアヽイ

ス,レヴ銀行 lttl 駿府警備保障 静清信用金庫 lttkl静不日♂鉦 ″)i

高山 功曽我 一洋 損害保険梓率算出機構静岡自賭葺損害調査導蕩所 高橋 陽悦
竹田 昌久 田中 広子 田中消化器浴lクリエノク 創 lI治 ′陸石 員理子
中栄建設 lttl 塚本 大 塚本建設 lttl 土屋 雄二郎 坪井 邦彰
東遠遊技業組合 東海ワッチサービスlレトl清水支社 東名興産 ll切、l lttlトーカイ 戸本 松造

トヨタユサイフヽノl｀静岡 lttl トヨタユナイァノト群岡サービスlttl 内藤 恭治 永野 千恵 lttl中付組

夏目 敏孝 鍋倉 伸子 lttlニコー 日本 ビジヨンを拓く会 日本軽金属lttl蒲原製造所

沼津警友会 沼津信用金庫 沼津地区安全運転管理協会 沼津駿東遊技場組合 根本 泰子

野田 貴広 ハイナン農業協同組合 萩原 浩 浜北警察署 浜北警察署管内職域防犯協会

浜北警友会 浜松いわた信用金庫 浜松市自治会連合会 浜榊 史警察署 浜松西地区安全運転管理協会

浜松東地区安全運転管理協会 原川倉厚 ,こ輸 (株)

引田 哲治
原木 英三 ハラタ鋳些茶lttl 伴 信彦

東静岡天然温泉抽木の郷 一杉 泰博 福地 明人
藤税警友会

福永 博文
袋井警友会 袋井地区安全運転管理協会 富士伊豆農業協同組合 藤枝地区安全運転管理協会

藤枝遊技業組合 lttlフジエダコード 富士市役所 富士商工会議所 (一財)富士心身ウ ヒヽⅢ,テーショ珊 究所

富士信用金庫 富士宮市役所 藤原 智代 美碁監査法人 l材、l美容
'サ

ーチ

),―ズヘイ静岡 lttl フ,レカワクリエイトlttl (公財)星いきいき社会福祉財回 細江地区安全運転管理協会 堀田 一希
本間 章浩 牧之原警察署 牧之原警友会 牧之原市役所 増田 享大
松下産婦人浴キ医院 松永 しげ子 松本 喜代子 lttl予IARUGOH 丸明建設 (株l

三島伊豆遊技場組合 三島警友会 三島市役所 三島商工会議所 三島信用金庫

三嶋夫社 三島地区保護司会 弁護士法人三井法律会計事務所 三森 美津広 宮田 逸江
村日 篤義 明成警備保障 lttl 望月 威男 森 貝J夫 純津警察署

焼津警友会 焼津市役所 焼津市遊技業組合 焼津地区安全運転管理協会 安本 晋
安本 箭子 荻田 宏行 (株)ヤマエイ長島建設 山岸運送 lttl l有)山崎建設

湯田運送 l有)山本 正子 山本 正幸 雄大力し―プlttl 湯田 アヤ子
湯前 良一 吉田 倫子 吉田 雅悼 lttlリサイク,レクリーン 社会保険労務士法人ロームシステム

和日 篤夫 渡辺 思昭 匿名(b件)

静岡犯罪被害者支援センターの活動は、皆様の寄付金等で支えられてしヽます。

当支援センターの主な活動として、電話相談、直接的支援、支援員の養成・研修、広報啓発活動等を行つています。すっぷ、
被害者支援活動の趣旨にこ賛同いただき、こ支援こ協力をお願いいたします。

賛助会員の方々には、広報誌「支援センターだより」などをお送りしてしヽます。
また、被害者支援請演会等のイベントを開催する際には事前にお矢Eらせしヽたします。

【振込口座】 郵便振替:口座番号 00870‐フ‐50944
【加入者名】 NPO法人静岡犯罪被害者支援センター
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法人・団体    1口    10コ 000円以上
個人      1口     2コ 000円以上

《賛助会員。寄付のお願い》

ホームベ…ジアドレス

https:′r―日ShiZuoka‐ hhsc日
'p躍ヨ隈〕薫罵憂売桑森撃者支援連絡協議会

発   行 認定NPO法人
静岡犯罪被害者支援センター

〒420-0032
静岡市美区両替町 1-4… 15芙香ビル4階
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